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調査概要



本レポートについて

4小中高・大学におけるAI活用比較調査

eラーニング戦略研究所では、2026年に「小中高におけるAI活用実態調査」「大学におけるAI活用実態調査」をそれ

ぞれ実施し、調査結果を公開しました。

本レポートは、新たに実施した調査ではなく、これら2つの調査結果をもとに再編した比較レポートです。

小中高と大学におけるAI活用の共通点や特徴を把握できるよう、比較可能な項目を中心に結果を横断的に整理して

います。



調査概要

調査目的
2026年に実施した「小中高におけるAI活用実態調査」と「大学におけるAI活用実態調査」の
結果をもとに、学校段階による共通点や特徴を明らかにし、教育機関におけるAI活用の現状を
俯瞰する。※本レポートでは、以降「生成AI」を「AI」と表記する。

調査手法 アンケート専門サイトを用いたWebアンケート調査

調査期間
小中高調査：2026年4月20日～4月23日

大学調査：2026年7月2日～7月8日

調査対象者

小中高調査：小学校、中学校、高校の校長、副校長／教頭、主幹教諭、主任教員、ICT担

当教員、一般教員

大学調査：国公立大学、私立大学の教授、准教授、講師、助教、特任教授・客員教授（い

ずれも常勤教員）

有効回答数 小中高調査：133名 大学調査：115名

実施主体 eラーニング戦略研究所

5小中高・大学におけるAI活用比較調査

※小中高調査と大学調査では、一部の設問・選択肢が異なります。本レポートでは、比較可能な項目を中心に結果を整理しています。



サマリ



大学ではさらに、91.3％が研究活動でAIを利用しており、「翻訳・英文作成」「論文や資料の要約」「文献検索・整

理」が上位を占めた。
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1. 教員のAI活用は小中高・大学ともに浸透。大学では「ほぼ毎日」の利用がより多い

「ほぼ毎日」または「週数回」AIを利用する教員は、小中高63.1％、大学71.3％となり、いずれも6割を超えた。大

学では「ほぼ毎日」の利用が31.3％と、小中高の19.5％を上回っている。

AIを教育現場にとって「有用」と考える教員は、小中高88.7％、大学89.6％と、いずれも約9割に上る。

主なAI利用用途は、校務では、小中高・大学ともに資料作成や企画・アイデア出しとなっている。授業準備では、双

方とも「教材作成」が50.4％で最も多く、課題・試験問題の作成や解説・補足資料の作成にもAIが利用されている。
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2. 児童生徒・学生にも広がるAI活用――利用状況・用途には違いがみられる

児童生徒・学生のAI利用用途にも違いがみられた。小中高では「調べ学習」が76.3％で最も多く、「発表資料作

成」「探究学習」が続いた。

児童生徒・学生のAI利用については、大学では「学生が自主的に利用していることを把握している」が58.3％と最も

多かった。一方、小中高では25.6％にとどまり、「自主利用の可能性はあるが把握していない」が33.8％、「利用し

ていない（またはほとんどない）」が21.8％となった。

児童生徒・学生のAI利用について、大学では「思考力の低下につながる懸念」「依存が進む懸念」がそれぞれ6割を

超え、小中高を上回った。

3

1

4

大学では「レポート作成」が82.9％で最も多く、「情報収集・整理」「プレゼン資料作成」「翻訳・語学学習」など幅広

い用途で利用されている。

一方、小中高・大学ともに「情報活用能力の向上」「学習理解の促進」など、AI利用による教育効果を評価する回

答もみられた。
５
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9

児童生徒・学生のAI利用に関して「利用に関するガイドラインがある」とした回答は、小中高28.6％、大学52.2％

だった。一方、「特にルールはない」は小中高45.1％、大学13.9％となった。

提出物におけるAI利用について「特に定めていない」は、小中高60.9％、大学46.1％。大学では、申告・明記を必

須または任意で求める、あるいは提出物でのAI利用を禁止するなど、何らかの方針を定めている割合が小中高より

高かった。

1

3. 大学の半数超がAI利用ガイドラインを整備。小中高では「ルールなし」が4割超

なお、小中高調査と大学調査では成熟度の段階名称は共通しているものの、判定に使用した設問や条件が異なる

ため、構成比の単純な優劣比較を行うものではない。

2

3
本調査の独自分析であるAI活用成熟度については、小中高では「Lv4：組織運用」が42.1％、「Lv2：限定導

入」が43.6％、大学では「Lv3：ルール整備」が36.5％、「Lv4：組織運用」が33.9％となった。

4
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AI利用に関する懸念では、小中高・大学ともに「誤った情報の生成」「思考力や学力の低下」などが上位となった。

4

今後必要とされる支援について、小中高では「教員向け研修の充実」が63.2％で最も多く、「活用事例や指導方法

の共有」が続いた。大学では「盗用・不正利用の検知機能」が60.9％で最も多く、「教員向け研修」「安全に利用で

きるAI環境」「活用事例や指導方法の共有」も約5割となった。

1

小中高と大学ではAI活用が広がる領域や利用上の課題に共通点がある一方、児童生徒・学生の利用実態、ルー

ル整備、求められる支援には学校段階による特徴がみられる結果となった。

3

4. 小中高は「教員研修」、大学は「不正利用対策」――求める支援にそれぞれの特徴

2
とくに大学では「思考力や学力の低下」が82.6％と高く、大学独自項目の「レポート不正」も73.0％に上った。一方、

「個人情報の取り扱い」は小中高43.6％、大学28.7％で、小中高の方が高かった。

小中高・大学におけるAI活用比較調査



調査結果
１．教員によるAI活用



調査結果
「ほぼ毎日」または「週数回」AIを利用する教員は、小中高63.1％、大学71.3％。 大学では「ほぼ毎日」の割合が小中高を上回る。

1-1. 利用頻度

12Q.勤務先の学校における、あなた自身のAI利用頻度をお答えください。 小中高：n=133／大学：n=115 小中高・大学におけるAI活用比較調査

19.5%

31.3%

43.6%

40%

27.8%

16.5%

9%

12.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小中高

大学

ほぼ毎日 週数回 月数回 ほとんど使わない



調査結果 1-2. 校務における利用
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小中高・大学ともに、資料作成や企画・アイデア出しでの利用が上位。大学では「会議資料・学内文書作成」が58.3％と最も高い。

Q.AIをどの校務に利用していますか？（複数回答）小中高：n=133／大学：n=115

58.3%

50.4%

39.1%

32.2%

27%

13.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

会議資料・学内文書作成

企画・アイデア出し

データ整理・集計

メール・連絡文作成

議事録・要約作成

特に利用なし

47.4%

44.4%

34.6%

34.6%

15%

15.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

会議・報告資料の作成

行事・イベントの案出し・企画作成

保護者向け連絡文書の作成

学級通信・お知らせ等の作成

日程調整・スケジュール作成

特に利用なし

小
中
高

大
学
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調査結果 1-3. 授業準備における利用

14

小中高・大学ともに「教材作成」が50.4％で最も高い。課題作成や解説・補足資料の作成でも、双方でAIが利用されている。

Q.AIをどの授業準備に利用していますか？（複数回答）小中高：n=133／大学：n=115

50.4%

36.5%

30.4%

28.7%

11.3%

9.6%

29.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

教材作成（資料・スライド等）

授業アイデア出し

課題・試験問題作成（小テスト・定期試験等）

学生向け解説資料作成

シラバス・授業計画作成

評価基準・ルーブリック作成

特に利用なし

50.4%

29.3%

28.6%

15.8%

15%

9.8%

25.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

教材作成(プリント・資料・スライド等）

生徒向けの解説や補足資料の作成

課題作成（ワーク・テスト問題等）

板書計画・説明内容の整理

評価基準・ルーブリック作成

コース・カリキュラム案作成

特に利用なし

小
中
高

大
学
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調査結果 1-4. 研究活動における利用
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研究活動でAIを利用している教員は91.3％。「翻訳・英文作成」（60％）、「論文や資料の要約」（58.3％）、「文献検索・整理」

（51.3％）が上位となっている。

Q.AIをどの研究活動に利用していますか？（複数回答）大学：n=115

60%

58.3%

51.3%

42.6%

40.9%

29.6%

20.9%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

翻訳・英文作成

論文や資料の要約

文献検索・整理

研究テーマ・発想整理

論文・研究資料作成

データ整理・分析

プログラミング・コーディング

特に利用なし

大
学
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調査結果 1-5. 利用しているAIサービス
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小中高・大学ともに「ChatGPT」の利用が最も多く、「Gemini」「Microsoft Copilot」が続く。大学ではChatGPTの利用が73.9％と、

小中高の60.3％を上回る。

Q.あなたが校務や授業準備等で利用しているAIサービスをお答えください。（複数回答）小中高：n=133／大学：n=115

60.3%

53.7%

33.1%

3.3%

0.8%

12.4%

1.7%

73.9%

58.3%

38.3%

13.9%

7%

1.7%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

ChatGPT

Gemini

Microsof t Copi lot

Claude

Perp lex ity

Canva（AI機能）

その他

小中高

大学

※「学校・教育委員会が提供・指定している生成AIツール」は小中高で9.1％

小中高・大学におけるAI活用比較調査



54.9%

51.9%

23.3%

29.3%

6.8%

11.3%

48.7%

43.5%

35.7%

19.1%

7.8%

13%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

校務の効率化・時間短縮

授業準備の効率化・時間短縮

教育の質向上

新しい授業アイデアが得られるようになった

個別対応（学生ごとの支援）がしやすくなった

特に変化は感じていない

小中高

大学

調査結果 1-6. 効果実感
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小中高・大学ともに「校務の効率化・時間短縮」「授業準備の効率化・時間短縮」が上位。大学では「教育の質向上」が35.7％で、小中

高の23.3％を上回る。

Q.AI利用によるご自身の効果実感について当てはまるものをお答えください。（複数回答）小中高：n=133／大学：n=115

※「研究活動の効率化・時間短縮」は大学で66.1％

小中高・大学におけるAI活用比較調査



調査結果 1-7. 有用性

18

AIを教育現場にとって「有用」と考える教員は、小中高88.7％、大学89.6％と、いずれも約9割を占める。

Q.AIは教育現場にとって有用だと思いますか。小中高：n=133／大学：n=115

21.8%

29.6%

66.9%

60%

9.8%

7.8%

1.5%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小中高

大学

非常にそう思う ある程度そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない
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調査結果
２．児童生徒・学生のAI活用



調査結果
大学では「学生が自主的に利用していることを把握している」が58.3％と最も多い。一方、小中高では「児童生徒は利用していない（ま
たはほとんどない）」が21.8％で、大学の0.9％との差がみられる。

2-1. 児童生徒・学生のAI利用状況

20Q.児童生徒・学生のAI利用について最も近いものをお答えください。小中高：n=133／大学：n=115

18.8%

13%

25.6%

58.3%

33.8%

27.8%

21.8%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小中高

大学

授業等で児童・生徒・学生に利用させたことがある

児童・生徒・学生が自主的に利用していることを把握している

児童・生徒・学生が自主的に利用している可能性はあるが把握していない

児童・生徒・学生は利用していない（またはほとんどない）

小中高・大学におけるAI活用比較調査



調査結果 2-2. 児童生徒・学生のAI利用用途
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小中高では「調べ学習」が76.3％で最も多く、大学では「レポート作成」が82.9％で最も多い。児童生徒・学生の利用用途には、学校段

階による違いがみられる。

Q.児童生徒・学生はAIを何の用途に利用していると思いますか？（複数回答）小中高：n=59／大学：n=82

82.9%

65.9%

45.1%

45.1%

30.5%

24.4%

22%

22%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

レポート作成

情報収集・整理

プレゼン資料作成

翻訳・語学学習

探究・研究活動

プログラミング

メール・連絡文作成

アイデア出し

小
中
高

大
学

76.3%

37.3%

33.9%

32.2%

15.3%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

調べ学習

発表資料作成

探究学習

作文・レポート作成

英語学習（添削・翻訳など）

プログラミング

小中高・大学におけるAI活用比較調査

※児童生徒・学生のAI利用を把握している回答者を対象



調査結果 2-3. 児童生徒・学生のAI利用に対する教員認識

22

大学では「思考力の低下につながる懸念」（67.8％）、「依存が進む懸念」（64.3％）が小中高を大きく上回る。一方、両者とも「情

報活用能力の向上」など、AI利用の効果を評価する回答もみられる。

Q.児童生徒・学生によるAIの利用について、あなたの考えに近いものをお答えください。(複数回答) 小中高：n=133／大学：n=115 小中高・大学におけるAI活用比較調査

42.9%

36.1%

33.8%

32.3%

28.6%

18.8%

17.3%

67.8%

64.3%

40.9%

20%

36.5%

30.4%

34.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

思考力の低下につながる懸念がある

依存が進む懸念がある

情報活用能力の向上につながる

児童生徒・学生の主体的な学びを促進する

学習理解の促進につながる

指導や対応が難しい

評価の公平性に課題がある

小中高

大学



調査結果
3．ルール・運用



調査結果
大学では「利用に関するガイドラインがある」が52.2％で、小中高の28.6％を上回る。一方、小中高では「特にルールはない」が45.1％を
占める。

3-1. 利用に関するルール

24Q.あなたの学校では児童生徒・学生のAI利用に関してどのようなルールがありますか。（複数回答）小中高：n=133／大学：n=115

52.2%

40.9%

14.8%

10.4%

13.9%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

利用に関するガイドラインがある

教員ごとに個別の運用方針となっている

一部授業・課題で利用を制限している

利用時の申告・明記を求めている

特にルールはない

わからない

小
中
高

大
学

小中高・大学におけるAI活用比較調査

※小中高の「利用時の申告を求めている」「AI利用箇所の明記を求めている」のいずれかを選択した回答者を「利用時の申告・明記を求めている」として再集計。

28.6%

25.6%

3%

45.1%

6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

利用に関するガイドラインがある

利用時の申告・明記を求めている

利用を禁止している

特にルールはない

わからない



調査結果 3-2. 提出物におけるAI利用の申告・明記

25

提出物でのAI利用について「特に定めていない」は、小中高60.9％、大学46.1％。大学では、必須・任意の申告や利用禁止など、何ら

かの方針を定めている割合が小中高より高い。

Q.児童生徒・学生の提出物において、AIを利用した場合の申告や明記を求めていますか。小中高：n=133／大学：n=115

12.8%

17.4%

15%

20.9%

11.3%

15.7%

60.9%

46.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小中高

大学

申告・明記を必須としている 任意で申告・明記を求めている

提出物でのAI利用を禁止している 特に定めていない

小中高・大学におけるAI活用比較調査



調査結果 3-3. AI活用成熟度

26

小中高ではLv4「組織運用」が42.1％、大学ではLv3「ルール整備」が36.5％、Lv4「組織運用」が33.9％となっている。両調査では成

熟度の判定条件が異なるため、それぞれの調査内における活用段階の分布として捉える必要がある。

0.9% 28.7% 36.5% 33.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Lv1：教員未活用 Lv2：限定導入 Lv3：ルール整備 Lv4：組織運用

5.3% 43.6% 9% 42.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

※小中高調査と大学調査では、成熟度の段階名称は共通していますが、判定に使用した設問および条件が異なります。このため、本図は各調査におけ

る活用段階の分布を示すものであり、構成比の単純な優劣比較を目的としたものではありません。

小
中
高

大
学

小中高・大学におけるAI活用比較調査



調査結果
4．課題と支援



53.4%

46.6%

43.6%

36.8%

24.8%

9%

63.5%

82.6%

28.7%

41.7%

36.5%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

誤った情報の生成

思考力や学力の低下

個人情報の取り扱い

著作権の問題

評価の公平性の確保が難しい

特に懸念はない

小中高

大学

調査結果
大学では「思考力や学力の低下」が82.6％と最も高く、小中高の46.6％を大きく上回る。一方、「個人情報の取り扱い」は小中高
43.6％、大学28.7％となっている。

4-1. 懸念

28Q.AIの利用に関してどのような点に懸念を感じていますか。（複数回答）小中高：n=133／大学：n=115

※「レポート不正」は大学で73％

小中高・大学におけるAI活用比較調査



調査結果 4-2. 求められる支援

29

小中高では「教員向け研修の充実」が63.2％で最も高く、大学では「盗用・不正利用の検知機能」が60.9％で最も高い。求められる支

援の重点に違いがみられる。

Q.今後、AIを学校で活用していくためにどのような支援が必要だと考えますか。（複数回答）小中高：n=133／大学：n=115

63.2%

39.8%

35.3%

24.1%

22.6%

14.3%

8.3%

6.8%

53%

49.6%

50.4%

60.9%

15.7%

22.6%

19.1%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

教員向け研修の充実

活用事例や指導方法の共有

学校向けに安全に利用できる生成AI環境

盗用・不正利用の検知機能

専門家によるサポート

利用ログや管理機能の整備

LMSなど既存システムとの連携

特に必要ない

小中高

大学

小中高・大学におけるAI活用比較調査
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